
職場における化学物質等の管理のあり方に関する検討会 

（第７回） 

 

令和２年７月 16 日（木）10：00～12：00 

労働委員会会館７階講堂 

 

１ 議事次第 

（１）開会 

（２）議事 

  ① 化学物質等の危険有害性等の情報伝達について 

  ② 事業場における化学物質等の管理・対策と中小企業等での管理・対策

を促進するための措置のあり方について 

  ③ 今後の検討の進め方について 

（３）閉会 

 

２ 配付資料一覧 

  資料１ 化学物質等の危険有害性等の情報伝達について（とりまとめ案） 

  資料２ 事業場における化学物質等の管理・対策と中小企業等での管理・対策を促進

するための措置のあり方について（これまでの議論を踏まえて考えられる論

点（案）） 

  資料３ 今後の検討の進め方（案） 

   参考資料１ 中小企業における化学物質管理対策の段階的推進について 

   参考資料２ リスクアセスメントを実施していない理由 

   参考資料３ 労働安全衛生規則の衛生基準における関係条文抜粋 

   参考資料４ 労働安全衛生法第 28 条第３項の規定に基づく「労働者の健康障害を

防止するための指針」（がん原性指針）について 

   参考資料５ 米国における保護具の考え方について 

   参考資料６ 防じんマスクの選択、使用等について 

   参考資料７ 管理濃度の変遷（制定後に値が引き下げられたもの） 

   参考資料８ 化学物質を取り扱う事業場における作業環境測定結果の推移 

   参考資料９ 特殊健康診断の対象者・頻度について 

   参考資料 10 長期間の保存が法令上義務づけられているデータ 

   参考資料 11 ずい道等建設労働者健康情報管理システム 

   参考資料 12 労働基準監督署への届出が義務づけられている主なもの 


